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よレくん＼國J

－∩－



議嵐俯）

　　　　　　

回雁％３年七洛筒方針津）

ｏ

　

合印筋底力盗友の岳本部、北海遠難㈹亀日本患か象族幻

　

詠協議会と共に葵和７｀歴々咬ﾈ七会の虎挟に向（乙社金峰淳

　

川紅討人い止めゐ活動仁参但レト北池能の医療と福屹の発

　

晨の几めに、力き合わせて頑俯乃4、しむケ。

〇

　

一人で悩ﾉしでいる患名乞なくレ全ての鮒わ囁０進乙だ

　

冷泉ﾐを受けゐごとび出裏ろように漑転ﾀし拡げましょ･う。

ｏ横鯨びわだ乱の鰍こをぬじて、多くの冬希・家朧との

　

つな力りを強めミしj･シ。今年も斥目を予定しています。

０

　

地爪での小々な集いﾉやレツカエーションを開守、一人ふ

　

と丿の会員との仰のつな力りを瑕めＪしょう。

〇難痛迷協刀会の会ﾀ?加入運動乞進め;ltしょう。ブぶ抑

　

会の収入ト心なり、会の洽動ｌ強力ろ和代９まで・

○励Ｊし合叫助け喬い］yレ吹り仙ヅてへみん々が塵句で･

　

返石灰の会ごバリｊしょう。

- ｊ乙－

イ∩

●

　

ご’
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昭和６２年度

　

部会決算報告書

自：昭和６２年

至：昭和６３年

部会名 無力症部会

収入の部

４月

　

１日

3月３１日

科　　　　目 ６２年度予算 ６２年度決算 摘　　　　要

配分交付金収入 々e∂ｸｰTTb ヮぶぷβΓて）ﾙ舎

上部団体助成金収入 - -

会　　費　　収　　入 や々Ｚ∂７ｒ?･、３びぶぐ価ﾌ 辱自知･哨

賛助会費収入 / o. omり ３ﾀ､<?7?C> －ロびC'^fi. i-tjk.

参　加　費　収　入 ／か戸,-･う / ^.tcrT> 東漸鴉心､庖療講涙金

販売事業収入 / rm-t ryrrフフ ¥、ﾀ、ﾇｰ6乙）lySJ11∂∂r末乖ざ斐1り汐一鳶屑ふ■
■D.9iCT

その他の事業収入
..ぶ{tQ.-^dT^m..

　y o e>ひぴ‘ｸ

∂

寄　付　金　収　入 ｸ弐ｮぶ∂ ／７忌

協力会還元金収入 物。-z7， 4乙ユ±oo ，りs｡。･n　　祚各

募金箱還元金収入 ユ∂び7r･θ 6.ぶgア

署名募金還元金収入 <■.0-ro ｇ∂.'iCO

受取利息収入
り ユ//

雑　　　収　　　入 ２、ﾂ今j? ?jヌタ∂

毫量れ命令 ウ仁nn刀 .al凍ぉまZと■rrJim健二．

前　期　繰　越　金 jヽノヘ≒･ ｊ ／．どヽｊユ

収入合計 ２ひ９乃 CJO

ま:1=1=1（ク）吝11

科　　　　目 ６２年度予算 ６２年度決算 摘　　　　　要

会　議　費 Ｊﾐ?夕汐Z哩ﾌ ヨ//メ/､f
難病運参加費 ノ∂O-TTO l.toO 四制淡味､徊0
役員会費 ツ乃Zツフrフク ~ﾕﾖgf ゅ回陥落.豪儀乱､Urt弛

中央会議費 11 O､(ttm 10-1､フヨじ 本抑池袋、俑i朧雲委恥灸

事　業　費 /.^oo.n-Tr･2りｊ７７､λｔ８

研　修　会 - 〃

医療講演会 ぐりcnxL］ り,ｸ､７／６*g.295(>2.'^mrimりj銘4哩^^lf-

患者大会 .^ o. &･77. 2 2.,92か 封印洽
療育キャンプ１７を乃nr7rt u6.o%-2. 軸Ot領知脂回腸
検診相談会 ｙ

医療相談会 ｊ

実態調査費 - -

機関紙・誌費
ぶひ　ひ7ΓΥﾌ 73.＼-/か f回発行

指導パンフ - -

地区育成費
斗/y rZダZﾌ ユク､ｸﾌ7で’ 他･･I-US2.

相談員補助 々,つか7r7-> 4乙Ｊ､ｇ∂６m.mttMﾆ、
活　勁　費 AO. 0-7ｧﾌi j営作詞7 勤fへり晩急報.mm､狸乙俸

/禰獄窓読刄タ?7o-cro v-^f.?ftA 磁赳収支漣t,っど一祠

負　担　金 ぐ■>n）Q。 ぐ-U-IIJ.ﾝ∂

維持会費 ？）乃β－．ｒ７．９μyつ.,クぶ乙）難症ま加盟膏
全国会負担金 ２．Ｇぐ･2.ひ77 ヱぶ冶ﾇぶ∂ 本抑令膏/9沸/s4a済

同弓Ｋ ２　ひ－K-n λ00 O 億鈷防達蛸更１老ｉ
維持逐官費 ワ２、Ｓヶ-り か9､､デア？

通信交通費 ２ひ．ﾀ-cro ふi>.9-6i‘ 玄絆変数.tifcf:
事務局費 ･1∂!?7rひ ド7.μワ 摩葺用品.ｺみ㈹

責　料　費
AO. 0-0-0 ／帆ﾕ考か 家庭硯喩料､廟ぞ、

雑　　　　費 X.9 (yt) 柵叔ﾌ

咄瓦
面丞&支出 ク￥､ごyrり 島i淫心ならタロ慧知詞旨4ダ･

予　備　費

次期繰越金 μﾝｔ､6 3-∂ 媛tJ一々悩紅6sツ沢燦

支出合計 jo 117、一一1／￥ｱ¥芦ア「

一一削Eトー



昭和６３年度

　

部会会計予算書

佃Ｆ会こ名筋無力症部会

自：昭和６３年

至：昭和６４年

収入の部

４月

　

１日

３月３１日

科　　　　目 ６２年度予算 ６３年度予算 檎　　　　要

会　　費　．収　　入
91ぶ£ｱ■7n> ヨ44gμ･ク 徊ＪｇＡ。｡Ｓ

賛助会費収入
/∂Zy‘7!T>

び∂､∂ａ∂ 一口/､乙;ρク円．

上部団体助成金収入 - -

配分交付金収入
fiU-O. cm?， ６タユ､と7Z7て）道極細奮

参　加　費　収　入
／きタTrn ／か∂クク 灸抑戻ｉ祀

寄　付　金　収　入
/∠TT).<rrh 刄タクシー

協力会還元金収入
ぶ∂か?y7〕 ｔひ.∂∂£）－・2匹婦　甜病連協ｽﾞ座．

募金箱還元金収入
Σ∂､inro ２∂､oco 難病違募金垢

署名募金還元金収入
かか7rり 濃夕汐∂

販売事業収入
/＆∂r-･CTD 斥どﾌβどﾌ∂ぷ･la飾り鴎

その他の事業収入
メらャフ7fytn＼ ６クク,どﾝ∂Ｑ z禰和淀銃池上恥

受取利息収入
£j ク

雑　　　収　　　入
j 9451 ￥､3'≫t>

前　期　繰　越　金
を／かj｀j. ベフ貳ぶﾇぶ） 波ｈ４ｙ才痕妬糾ツμこ）

収入合計 ｙ£〉夕ひ．戸ど 爪っ￥o.avり

- に

まﾆfctJ<タ）吝β

科　　　　目 ６２年度予算 ６３年度予算 摘　　　　　要

会　議　費 :^^n BTTD ふ￥ク､口夕ク

役　員　会　費 々∂タTTO y∂､aと7∂ くＵ凍会議をぞ､７どぺ｀吻
中央会議費

／ぐ∠7沙2yてﾌ ノかご)､クεフクjS玖今/j咄ｔ各各を会
難病連参加費 ノｊ．ひぢ7） ／∂、クど)どﾌ

事　業　費 /、XDn.cnra/Z＼-O.夕汐∂

総会・大会費 Ｊジ、ぶ々y7）､ぐ∂､夕口口吏卸瑶公４柄、劾R収りむ醗
医療講演会 ・’か乃、/Mﾌﾟ‘Z）ふタクにク 私恨,ふ気
検診柵読会 Ｊ
機関紙・誌費 ぶ/7ひ７?） 夕汐,ジジ乙） φ囲発行

指導パンフ -

研　　修　　会 乙） -

療育・交流会費 ／夕汐、汐？゛乃Ｚ寸＆､乙)ク乙)猫泊蒙､支逼牙城知徳（柑t）
実態調査費 -

地区育成費 ならﾀﾌ7?） ￥汐､夕汐∂ 憚り、玉篠．
相談貝補助 ｊクタZrり 寸口βoo ま狐,史適量泌
活　　動　　費

</.r>.iり7‘Z) 3 0,00乙〉 唐弟萱､岬c砥

堕14忿愈応 "^ms. /Vrrrt ～夕∂､どｙジ /､gひ研卯祠、

負　担　金 ぐ:> n. -yoc ￥ｇｱ.g夕汐

全国会負担金 .｡ょ£ま｡λａ

　Ｌ１乃　ｙびZ，

ﾇｰc9.^夕汐 乖参四沸:/恥♂x/<ii-*χ沁％

難病達雄持会費 ｙ､｀ﾜ､∂∂ク飢病ま加まｔ

hi?:i/s ２かTm
ｺ，夕夕汐 惨料ォ三.複郵便逗超奎

維持運営費 ｳ２２ぴゎ ７２．ふク,ｸ

事　務　局　費 乃り、グZタ） みどフグrて） 帚誘爾差,.コａ匯依
通信交通費 こ1.r, ｚ5?-7そｰ、 ￥∂､夕汐7:’ 切争､霊跡交通量．
資　　料　　費 2o. crixD ／∂、どrtxoお£他
雑　　　　費 ク9£rり ２、ユ乙r7）

積立金支出

予　哨　費

次期繰越金

支出合計 Ｊひio. 0り? ２汐4ZZ?ど７り



昭和ろJ琴曳行手訂画

4β1

　　

「’幻だちＪａ郵予

了月

　

刻卿§浪士賠・静内」

　　　

全図総公

●

　　　

６月

　　　

フ月

　　　

∂月

　　　

り

　　　

限月

　　

り団

,●

　　　

限月

月

ユ月

了月

(皿連濁洽）

（夕ﾌだちＪａ節子

　　　

べ難病連合同レフ）

劾紗喰医療講藻会石。z（難床濾・全道集公）

≒りだちＪａ発行

　

秋Ｑ拓μ含ヽ

五館地区立優公

≒わだち・ａ発行

　　

ぐ雄病迷・柚テ巾叙久P）

凍印公瀧のフどい･

- ぷ

－ 〃 f W
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昭細６３年就役彰久返･1字j

・支朔し循口英武

・副矢竹長針旧

　

朧

・毎務局長

　

氷ご蚤哲子

ｏ

　

会計監を

　

下広

　

俵

　　

づ

　

：

　

伊藤かナ谷

ｏ

　

運営毎員

　

伊体几てふ

　　

゛ｊ

　　

心井よしえ″

　　　　

タ

　　

室谷えみこ

　　　　

・

　

竹村慶子

　　　　

・

　

鈴木光夫子

　　　　

４

　　

あ梅美津子

　　　　

ｊ

　

あ旧囃子

　　　　

ヽ

　

工具祐多

○ 連今員（が几吐こ）

　

タ

　　　　　　　　

タ

　

・（即応･水引

　

々

　

（席末鴇Ξ）

　

々

　

（尊広吐ヱｊ

（薦路肩駿長長.･難廊Ui染釘

ぐ全剔予診委員｀難病迪理事３

個彫面影ダ晰岩回報）

（趙角遂理事・事賜局長｀）

（会計）

（無病逞手首資聚委命）

く､簸翁達引司レシ常行妾尚う

（頓原3認翁草遭１ダ抗拒連評議動

ト蔵閃謡塙塵専濯つ

r脈倆連合同しア実行庚わ

九田

　

滑市

乱菊みどり

谷

　　

隆子

繍ユ郷ヽ

荻田

　

庄次

谷

　

零一

　

一nE)－

（齢迷琳分浮府聯ノ玲貼）

ぐ痘疾呼帯広え舶僕動

｀1

－

●
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ぐ阿営為ヱ）

（北見地こ？

k空知尾区）

　　　　

タ

　　　　

ク

（巫聯姑ぶ）

　　　　

ク

佐々木昌子

凪困

　

あき

新牡舒子

林

　

麗子

女湊川ムトノチ

ム旧私兵

脊洛明久

山崎芙津江

(斌弗達河疼支部笑剰)

(粒あ元北他見伸倹句

支肋総会にお祝いと激励刀ノ,ツゼージ１頂?ljし作て

　　　

大＜

　

京郡叉聯

　　　

神吾川見付

　　　　

‥犬
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民低]62葺度友・刻Ｕ叔り淘活初曰泌

４月

　

／日

　

運営委負公（鎌田．訪ロ．東谷．あ橘.伊孤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

か万み）

　　　

ａ日

　

/が問次聯が妨､作淮（狛ロ、東谷．底摘、

/準8

/夕日

/6日

/ﾜ日

訪日

/夕日

22日

≒4つがち』躊県会議

　　　　

戸rよ．かサみ）

「わだちＪ勝集作ぎ､（東谷．ヱ井．高概か靭）

　　　　

．

　　

（猪口、東合、高峰丿聾）

）ﾌだ仙叫ト訓奸京げ谷、謙い休

　　　　　　　　

乖硝免く､.必ロ.叫び）

りっだちＪ心砂郷子

北溜迫鶏加脱期揺＆ぐ詰田､循口.紐F,高禍）

　　

･･

　

評議長会（

　　　

・

　　　

）

逮な゛放牧訟本営）
2刻ﾖ

　

/網年記咎脚礁4隋(孫口、ヨ5爪対あ

　　　　　　　　　　　

フ勅答･.回琵)

○

　

丞茜委灸含漱．磁徊済出牛（東経）

○

　

/ぷ両単記忿鈍アンケート、受話による再調査

　　　　　　　　　　　　　　　　

//件（ﾖ5井）

○定話、手放ドよゐ相談やお＆か紆（･わ呵み｀）

ノ

●

●

－

儡
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斗1

　

6日

　　

憚病センターにて多俗り作業（底必．か４み）

　　　　　　

芦別ヽﾄりん素除．

　　

フ日

　　

速答委具公繕;田､剪口、ない巾牲あ橋

　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　

か可かj〉

　　

/ﾖ日

　

笏鈍4隅（センターにｔ）べ浪矯､河よ、

　　　　　

ｊ

　　　　　　　

．

　　　　　　

高田、ヵヽ可々）

　　　　　

り煩彰ご部締淘膠（笏口．栄が.RE･ヰ）

　　

/寸日

　

食社鮮声.C砧６、王井．下広丿呵みj）

　　

/7日

　　

鰐口ぶ賎彰船お部屁公衣難病センター）

　　　　　　

廓02陥、

－にー-



一一

●

－

･ ●

Ｊ日

沼日

･２７日

．相晃地区回彩抑公ヽ相談公

講師心銅良ち先生雌主水峰回‰裕最）

J題嘔無/堪.乙部:函膳ぶワいてｊ

卵彫瑞代.万一に回八宵隣.か多卜

全国m-%:(m口．東谷.竹村,伊鼻卜

手斧勧鉢でセクター).(高桶高矯丿呪）

〇愛話．争紅にぷる相談３伴（か可み）

一 一

６凋了曰

　

脚腸作嵩（センター）二糾い繊丿私〉

　　　

≒吋匹轟料滋（肺口.詣橋､坤ト）

う銘委ぶ!公(作田.憾琵栗谷含味．高敏

　　　　　

竹鵬村山､．伊原Ｊヽ可みべ･
６日

尹日

μ)日

川Ｂ

/２日

/､7日

/7日

舛日

29日

「’おだち一場集咋業.（凛谷.津摘.か可か）

　　　

●●I

　　　

F.d_

　

.

　　　　　

I

　　

I

　　　　　

タ

　　

（佑口．東乙訓昏,壽僑

　

＜

　

’

　　　　　　

‥

　　　　　　

か可々.）

’おだち･」心肺匪ａヽiみ）

″＝歿判絆ﾀﾞ難?ﾌﾞ靉l舘JI訟）

。

　　　

，･（l

　　　

｡ノ

　　　

つ。

｢‘わだちｕ心＆?銀子

　

．．‥

　

‥‥‥ご

搦ず七牛川上Ｇ

/調頂け膜陶糾=掌(菊口．東谷.ぷ井)

タ (始口丿絵丿井.到ふ)

○僕割りQ会他.発治む各り副べ兎谷）

○堂話によゐ相談丿派砺お＆Ｊｲｷ（か4み2）
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７月

∂月

／日

∂日

/ぷ日

凹.日

忿日

娯務局作業（あ鋤.河上レl)呵み｀)

　　

・（高禍.お掲.河上.か可み）

選諾臭叙難臥循口劾‰飛代ヽ祀り

剥弱1琳（高福高田4糾木.あ渦､ヵ弘J

　　

´’

　

（勧6.副島.恢ｔ木、かづみ）

/消隼縦蹴締㈲鸚て循口.対1μ.丑球東谷）

鴛曰

　

ﾆ隨や随り劾本パ騨ヅ9

I
よ,ぴ１み）

　

.’

　　　　

1’“^.II

　

”!

　

-I .ご卜　.I.゛･･,ぷ･　　･･．

○運答委救会他.受莞建吟２吽（池谷で）

○曖話、利＆による相談、聊碩固り判べ姉り

８日

　

北岩顛鴎胞削尊覧（匍睨）靭口妬心．

夕日

　

知似顔瑞怒

　

々

　　　　　

¢「

　　

釧路廻心請訓涙公湘頷灸．

　　

・･

　　　

諦帽ｺﾞﾆ柿賄先生.（勿路労貼匈回腸内粕

　　　

瑞象「糾切症Ｑ弟雍」嫌ヽ」

ｊＯ便話腸旅によ名刺飼路劉牛伽班）

夕月

　

２日

　　

翠称9作業（寡晦,廊橋,高田．剌汝か弘.）

　

パフ日ン浬註も員会（銘田,循り．束谷べ餅転伊藤

　　　　　　　　　　　　　　　　　

かずみ）

　　

タとヨ

　　

事務局作濡（高田．高脆か可か）

　　

//日

　

/邱偉記念錨維知官業（循ロ．東谷．艮秤）

　　

/紹

　

判詞雌業（箔栃J.滴面々ヽﾏ1か）

　　

/フ日九縮紳公ヽ碓幻

　　

叩Eト

　

/よ両写記忿訪鴇洙順業（循ロ．栄ぶ，政在）‥‥

　　

2紹

　

学務剔‘隊りヽ４み）

　　

妬日

　

/絹茸お徊哨魏旅（循り，車谷ぶヽ＃ｊ）

　　

２７ａ

　

ＪＰＣり㈲頭暑が後（循口.舗田）

㎜ － － － ２と)一一

●

●

一

心



¶

-

･●･

狛日

　

別辞1賜偽橋丿附．高田．岬・ト）

　　

○退訓ぽ喰他.句聯絡加紅東谷）

　　　

会発訪向皿件（乗谷）

○電話．チ紙･箭所にムら湘談､面回卦//伜

　　　　　　　　　　　　　　　

乙かすみj）

/朋

　

／日

　

Z娯1隼記忿鎔㈲叫嵩(循tコ.Ea苛．掌谷)

　　　　　

逢名婁灸公く雅匯携吹彙谷づ松禍．竹麓

　　　　　　　　　　

｀

　　　　　　　　　

かす与タ

　　

フロ

　

拳務局作業‘と高価．かずみj)

　　

夕日

　

/が闘廓念対岸絢回;(孫ロ､玉井､弟拙か祭)

　　

/牟日

　　　　　　　　

／/

　　　　　

(§口．Ｊヽ井)

　

･･李築剛蝶ば田、浅鼎､･ヵヽすみ-j

2/日

　

ﾐ陪剔賜（お降Ｊヽすふ）

･・

　

/邱4彰鎗誌締和洋（孫し．栄洛バＲキ）

29日

　

逞忽屡員公ぐ雅､田.m＼p､伊藤）ニ

Ｊ/E〕難廊蛸洋研外資（他国、

　　

○廟経費公租.ま話傭絡２伴湧か）

　　

○

　

ボ

　　

○僕話にょゐ部談バ陽連路３伴ひ叫命）

//月

　

／ａ

　　

判

　　

ア曰

　　

ﾝ/日

　　

倅日

　　

/8日

草露鯉峰砺蔭公

利靭い嫁（高ｓ。ヵヽ可みう

　　　　

……

/mnび誌締匍球て妬り.丑弁,東咎対み）

珊陽拝掌こあ糖ﾑ鴇矯.ヵヽ可かノ

/ぷ周彰唸誌店卸μ（肺口,東谷EE･ヰ.同み）

　

゜lj

　　

l

　　

k●|
籾洵裸侈四ま敗如か

/撰群呻絲尉鯵（早口，栄谷ﾖｼ弁J）

昔日

　

刹時評ま偽橋.あ田．凌藻コ呵みノ

－ － ~ ● ● ２トー－･



〇I舎荻諮向／伴(栄谷)

○―栗話Ｇ斗

●

ミゝ
４

/２月／日「わだら」楠ぶ躇（ヵヽすみ）:）

２日

ぎ吋

伊日

寸日

夕日

　　　

）

　

印刷・駄本拝嵩(昴り.高検.到功

　　

●

　　

Ｉ

　

-●

　

今苛察停啼Cヵヽすん)－‘

　

”わがちＪ胆準燥伊すみ)

ブわだ礼皐訂発子

　

胴締蜂業と高田．あ橋.ヵヽすみ)

.算席陣令０テうフワスマスノか万一実行屡

　

員会(恥谷)‥‥‥‥へ

　　

，

。μ曰ユ.べ鶏鰍凶障公ぐ雅田ﾀ………
．

　

Ｊ

　

ｆ

　

’

　　　　　

●

　　　　　　

Ｉ

　　

■

　

／祀丿乖孫剔肆く安芦．高橋ト邨涯）づ

　

即日

　　

尨船印瑕地区千々リティクノ又マスバーテい･

　　　　　　

（アサ巳どづレ１）、斗加回名

　

１

　

４

　　　　　　　

’Ｉ

　

Ｉ

　

・

　　　　

●

　

・

　　

酬．

　　　

Ｉ

　　　　　　　　

”

　　　　

－

　　　　　

〆・

　

力Ｇ

　

萌務舶詳論眠カヽ袖）

ト

　　

○フリス‥マスノぐーテ川池.尤話漣疹よ件（東谷）

　　　

○斐話によみ章孫堕絡帽牛ひ呵みj）.

　　

‥

／月

　

乙白

ﾄ‥‥‥μEﾖｰ

　　　

/牟日．

勿日

27日

啄部局汗濡（･グ4みｙ,．

　　

．．

・づ＼

　

√（高田．か可みj〉

　

，.

連名委灸灸（r誄田孫り．東谷;記で俗本

　　　　　　　

伊李-４ヽ寸斗.）

弔詞岬呟（高田バ呵かj）

　　　

・･

　

（か可み）

忽覗雖資冷i喰津妁

○逢営養を糾也､影多連絡副牛謙谷J）

○党播．和勾こＪヽゐ湘裁､屠面脚づ/件(か馳)

　　

一２２－
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－

　 　

・
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-
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29 2,ヽj7日「わだ今丿締集・印吟剱和洋（ヵヽす,４）

８日

/7日

/8日

がり

加曰

刀日

惑日

）だ仏」ぬ､認発注

勃鞘咋裳て高田．βヽ可み.）

丸僻り髪辞（糾

゛寥４甲亀慧≒旅次大､堡j

脳遺功段漆絵（路哺卜

「わだ今ババ」郵予（努りヽ?斑）.倉橋.岬澱

粉縫理チ会訴碑）

　　

ト

７新緑必フど卵．（難病児ンタペ）

孝次⊃が名．議師庁爾たｔゴ

　　

‘

　　　　

遠遊ご病気となx7ヽよくフｊあうμ必に」

　　　

○受話．多気なめこＪゐ湘談.多随浩浩萍伴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

万脊)

Ｊ月

　

ユ曰

　　

彰鈍ﾊﾟ?ま(:高田．銚琵友係り、耳か卜

　　

ぷり日

　

鞍礁和テやノテいげｰ.(粗病じ夕丿

　　　　　　

Ｃ仏学鉢緩徐鉛測

叩

話曰

％)日

タ

23日

逼日

27Eﾖ

又)日

ｸ/日

予蔭９咋叢（あ橋，高田．童谷.加乱．･4み.）

季務局f賜（弗口．高橋.方田．高橋）ヽＩＪ

琢尨錨脱怖叙紅皿）

･脂０２２石バ影Ｆ拓抑ぱ先生（図揃り席ぷ玲瞳ry

　　　　　

濤「’筋無腐心紹療乙癖靴IE活μこうしlt.」

全屋睡名巻晨公（栄京）ズ栄谷）

　　　　　　　

＼

癩弱4謀偽びし呵々･）

鳶脱色碓球E務担当会会議’（ふす老）

尨窺魏峰公（欝田）

子芦如ド以東谷ｆ叶.ホ・ま跨,あ挑同一みj）

難哨舎含鋼レクリエ１-ｼ5,ン剣テjM優こ工藤）

運苫墨色公(酋田I発当店ﾔﾌぼふ聚ﾌﾞ｀)

○電池.郵良心四ヽ研松路.叫紅φ略）

こ３一一



定期総会・箭内り桜見賄に参加してﾚし

　　　　　　　

………………謳歌゜‘-･'恵礼子

　

５月し5回旧１　９ １００ 堂切バスで無病センター前１出発

り:3G～川：㈲車中にてB孫話合年度の定期総会が圃か祀

皮まどおリ承誤付礼ま七乱参方暗に順難2仏心、がランテフ

！ん令名でしたので灘中はや７たりでした．

　

前日まで２日間焼いた風雨町八九の床にｽﾞZラリと晴火て、

翌日は又雨にたリミしたから本当に運ダついて回った川ﾖ7でし

　　　　

9”／

　

.:二

　　　　　

゛ﾐ

　　　

．

　　　　　　　　

・

　　　

・
≒かヽな贈爽首時聞か長かフたんで寸靴車窓から£えしろ声々

とし白炭場付は親子づれの馬φ牛ダのピダに若草を食み、太平

　　　

プ……………二十二トｔ、ｙ　　　　　　ｊ　ｌ　‥‥‥ｙ
洋め鎧太女琳め女ご､､次ぺに影っ町畏色に気ととら久でいろ問

に府肉に着い半しまいました√

　　

……

　

空気塵七ス七美吹しいしづに参道糾レと言心火石段並木､の下

九何年刈かでお逢いした綾、いつ也にてぃる頑、みん友

●

頗でヽワφワイｚがマ方ヤ弁当を食べＵとても孝しかった。

　

●

　

こんなぜしヽたくな厄剋は初めて首し脳とて由幸福な気持に

たり霞しか。

　　　

つ

　　　

ト

　

し

－２ドー

－ヽ

命



裁嫉舷

　

｀

　　

’ジ｡。

婚/7回全回総会に斟aして

謙継

東谷礼智子

●

　　

５月2？Eレ飯圧賭七ンド;ノレプラザで午前吋鋳から開々ヽ

J°

　　

れまレ≒

　　　　

吟牛は伊祗之んと私か参犯の予定でしたが、八日になって

　　　

ｲ尹脈ごyんの水険が思くなり、大慌てで幼こで濾託してφ宍

　　　

王井之ん刑牙く季になりし≒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　

・

　

●

　　　

･Ｉ

　　　　　

２才半の斗ごち々ん辿一物に公知ﾖ昼の雁行機で水道橋の氷

　　　　

ホテルに千於頃に差之↓した。

　　　　　

文通の便力喰､くなつ/ミのですね、煎日から行ったのは北脇道

●

　

と名告ﾉ兎の人だけ。2九月朝ホテルを武て限駿のゼゾドゾ／７

Ｗ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●’

　　　

ゾラザヘ。ﾑ着くには着いたのですが入口がわからす今ロウロしji

・

　　

｡卜゛

　　　　　　

.

　　　　　

II･、　　　‘-　・　　　・

　　

＼した剛慌同位で七あヤ昨年惑じよした。ぐダ乙会場に薦いて

　　

……てrつかしｙヽ人々の頻岸大兄へ賠、水引こ爪､緋しＪした。後で示

　　　

Ｆ

　　　　　　　　　　

ｉ

　　　　　　　　　　　　　　

・

　　

……ヶｿﾞ･飴を］1まし九ら皆こん七道≒にと鋤して八りｊした･。

　　　　　　

･●

　　

’

　　　

ふ●

　　　　　　　　

。

　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　

六万岑|却ブ穏冷議茅＼ツダヽ■ i.m問で読了

－こと一

一 一 一



　

’
≫
"

／
-
.

｀
λ
．
・

ト多食‥・埼五え部の方い.食事をし争しいい唄=Ｕじレ

ましΛ．
〈築２部〉‥医師臓演

　　　　　　

大

々重症筋沢力他のリハビリテーンタンについて

　　　　　

部立療育医療七.レター副院々

　

託涛混一池ｔ

令ふ勁破鑓の重症筋薫力点一成人剌か忙の比軟

－こいー

-

４

　　　　

小児刈

◇門Ｇと在=宅ケアダ

　

Ｉ

　　　　

◇

　　　　　　　　

●

　　　　　

昭:賤i’図高院腸艮

　　　　

宇尾野

　

公浙ご先生

　　

ご

贈尾野先生の川Ｇと在宅jケアの誘痛心とぺも身述むお錘乙

心ド畷く戎９ましだ。「希望ユをお庖レみにい‥‥‥‥

〈等3聯〉か若伴ヽ樹腿レ

　　

ダ

　　　　　　　　　　　

ｊ

φりぎ年も入選恋をくりかんして心る人

　　　

゛

・出産句a5気になり全尹型で首座£東り越し理知は合牡に

　

勤め曳いるス、……

　

共に姿ながらの発晨に惑劾亦ぜら丸年したｊ‥‥‥‥‥

　

●



　　　

＜黄牛邦〉

　

魯県相談会

　　　　

東京の人の相談が居く、藻の栢鉄が目立ちました。東､京は専

　　　

門医めﾀﾝ勢いて他方がヽら見札ばうらやjにルと芯ってらりよし

　　　

たが｀、ごとに活ても悒みば同じなのだと感じj:し毀。

　　　

〈第う部〉夕喰会‥ヽ５∩０～７：３０

　　

ゼレトラノレアラザ２０陽づド､接一叫冪緋瑶剖司ん乙

●

　　

会則ヽ医師寸｀ラン子了Ｊんｲ)交衣とてか坦々かなひと時

１

　　

でし几。力づ才ヶめ名丿賑かでした。とても矢い一石で疲札て

　　　

しまいまし良。ホ､ヤレに戻八すくμこベフレに入り呆しか。

　　　　

ス″｀)印乱海支聯の人、創田会長戸衣め迎ダいたのですか

　　

ご'認､お蛤もてヽ｀｡きす、鴉の日う斜食の時晦１んとみ公いしまペノ≒

　　　　

式年の総会は叙皿Iで、､5ﾉﾐに｡７曰に爽さりましだ。皆こん勿

　　　

参ｸひしません力≒

－ "

　

－

－27－



全国総会に参加して

玉

　

丼

　

よ し

　

丸

　　

束京て内全､回迫令にに!仰抵'ｊ

す、‥、・と言ったのですが、東谷さんに、

　

大

町

ラハよ言切にてヨこその気になり、夫の赦し古貰えたので参●

加するごとにこりま七だ。｡･

　

2ワ日には、体備と買物、そしてその夜秘腿らか熱と順烏

　

１^

に悩よ之太、出発の郭にに衆口下つたこものの頭痛にJIふどく、痛

易止め乞鉄乙で、サアー出席卜

　　　

-･

　

リュッアブヅ帽こ乗縁（息手のえですトの着甘えを詰めて、

― z?―



●

こ

－
"

　

Ｊ-

ズッシ９重みと不安を岑じなから汽単に宋リ、新札幌で東谷さ

んにおヽ会いするまで、ドキド苛不安でし良。３人になってから

に少し気か’楽になヴ、八歳で匍幸が遡行機を見て喜ヽｙことふと

しさ貼飛行機に突らや、ダウーダう一寝てしまい、子供/7り

　　　

●

　

。

　　　　　　　　　

１
に緊張してぃ石のかナアと思ケレ

　　　　　　　　

ダ

　

東郷に着し1てかう乱大人と同じペースで歩乏水戸レに薦しへ

た婚は木ヽ沁して僕にな丿まし≒

　

総会当曰ぺ豹本にブ今日は、川之江九略談にんも詞七事で

伺、輿刹口にしていよう漱」と言って老かせまし几

のでわかつて＜、八几のか珍しくおとなしくご包≒てし紐兄几、

　

私の方ばそ年ぶりの総会力牟で、九州のお友進に巧会し吐来

思い込かけない再会にごツクリうと海道の鵬かに乱次ス下さごっ

た心球んにrコ剛吋同じぐらいの子供を迩漱ての漑席だ≒匹

ので≒少しお詰乞したりして帚しいトと時を雍し寸した。

　

夜の夕食惣回公になると、尋問対畑万万tして:さEすがに

疾靴友と見七てンダし食べると財秘う、帰砂土と騒ぎ輿し

てしまい、耳々に帰7ることにしましだ。もうケし腎さんとあ話

し靫かったので千が片念でし友。

　　　　　　　　　　

＼

　

次の日は、和幸七今ヨブの違乱が出て末几のか、万力出かけ

丸ばみぐ足七重＜、φつとです。ケし可祭司土砂/です土石、

－29－



ジュースとヨーダ/レトを食ぺ｀て元気になり、恨事．循行御l:哀

付

子但が'忠果てか心の杓めスの飛行旅旅行でしたがヽ伺勺

かいめての行前でし几肌フニ安頌方丈で行べ事も土蔵な゛｀

つたのでしょう加、危廬1回年前|心めてすぐの行勅だったの
灰レかえうてI不峻ごΣ考九うふまめたぺ行け八のだと厄しがしΛ

　　　

ｊ

　

和学に、東ふ!んにひつりていて、「揖りおぼさんJk言う

ぐらいでし几か（末巻でんと一柿だったかうこそ出来斥事な

のてず凱私にも首席芒命艦を与えてく孔几疾でｃだ．

鶴肉でじ゜一犬ｽ、

式日磨我と、

　　　　

交火ノ入･７｀七とｰ'一一スタ

ーＪＯ－

●

　

ご

●

　

で

ｋ
ｌ
Ｉ
・
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